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５期第５回ディスカッション

-PBの成長性とメーカーの対応-

アジアショッパーインサイト研究会

https://asi-inst.org

ASI研究会 2021年11月17日 @中央大学神保町
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ディスカッション・テーマとグループ
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ディスカッションテーマと実施要領

ディスカッション・テーマと時間
1)２０２２年のPBシェアは増加するか？また、どのチェーン
のPBが成長するか？

2)PBのシェアはどの程度が適当か？商品カテゴリー別視点か
ら検討してください．

3)イオンのグリーンアイに代表されるエシカルなPB（サステ
ナブルPB）は成長性するだろうか？メーカーの対応はどうあ
るべきか？

時間：17:45〜18:20
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チーム 会場 コーディネーター グループメンバー（企業）敬称略

１ A オ
ン
ラ
イ
ン
会
場

中村
ライオン，日本クレシア，ツムラ，東海漬物，
マックスバリュー関東

２ B 堀合 カゴメ，サントリー酒類，ミツカン，マルエツ，江崎グリコ

３ C 杉本 味の素，ヤクルト本社，カスミ，小久保製氷，宝HD

４ D
リ
ア
ル

鈴木 リアル参加者の皆様

＊敬称略
＊ZOOM入室時に必ず以下のとおりに名前を変更してください。ブレークアウトセッション設定
時に使用します。
＊チーム名+企業名+氏名（例：A・ASI研究会・中村）
＊ディスカッション中はお顔出しをお願い申し上げます。

ディスカッション・グループ（第５回ASI研究会）
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日本のPBの現状などディスカッション用資料
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欧州におけるPBの動向

欧州はPB比率が3割を超える国が多く、PBが発達している。

出所：IRI(2016) "Private Label in Western Economies Losing share"
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PB市場は今後ともに増加する

注）各社HP、各社決算関連資料、その他報道資料を元に加工・作成

*201６年ＰＢ売上高が不明の銘柄は、201５年以前の最新ＰＢ売上高を参考値として使用

出所）公益財団法人流通経済研究所（2016），「プライベート・ブランド商品の購入実態に関する
調査報告書 2016」

日本におけるPBの「市場規模」（売上高）は、約３．２兆円（推計値）

「トップバリュ」「セブンプレミアム」でシェア5割、コープおよびシージーシーを加えた

上位4社で7.5割を占める
日本におけるPB商品「売上高」シェア（％）（推計値）

セブン＆アイ,

31.3

トップバリュ,

23.9
コープ, 12.9

CGC, 9.2

ローソン, 4.7

ファミリーマー
ト, 3.7

その他, 10.8

ユニー／イズミ
ヤ／フジ, 3.6

日本のPB市場規模
（売上高）

約3.2兆円（推計値）

ＳＭおよびＧＭＳのグローサ
リー売上を約２０兆円（2015）
とすると、シェアは
１６％程度



Copyright  by Hiroshi Nakamura and  Yukari Sugimoto of Asia Shopper insight Studying Group
.

日本のPB市場：首都圏ホーム・スキャン・データ（ＨＳＤ）

出所：IRI(2016) "Private Label in Western Economies Losing share"

PB主要ブランドの首都圏におけるPBの金額シェアは、約７％．欧米に比べると
低い．コロナ前後を比較すると、NBが109％の増加率、４社合計のPBの増加
率は１14 % とPBはNBに比べて高い。NBには、他のPBも含まれているので、
その差はさらに大きくなると考えられる．
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主要PBのインストア・シェア：首都圏ＨＳＤ

PB主要ブランドの首都圏におけるインストア・シェアが最も高いＰＢはCOOP,

トップバリュ（ＢＰ：ベストプライス含む）、セブンプレミアム、西友となっている．
増加率はトップリュＢＰ、COOP,西友、セブンプレミアムとなっている。
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主要PBおよびNBの平均価格：首都圏ＨＳＤ

トップバリュＢＰが￥133、トップバリュGEが¥149、西友が¥145で増加率も高い．NBに
ついては、イオンが最も低価格、次いで西友．生協は高く,増加率が高いのは、宅配生
協の影響の可能性あり．
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セブンプレミアム・トップバリュ・コープの評価
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利益がでるPBシェアは？(米国のケース）

0-10% 10%-20% 20%-35% >35%
ライトショッパー ミディアムショッパー ヘビーショッパー 超ヘビーショッパー

購買金額計 $251 $263 $216 $219

粗利益率 30 .3% 32.1% 34.7% 36.8%

粗利益額 $77 $85 $70 $48
Source : A dap ted f rom  Kusum  L . A ilaw adi and  Bari A . Har lam , "An  Em p irica l A nalysis  o f the  Dete rm inan ts  o f
Retail  Marg ins: The  R o le  o f S tore  B rand Share , "  Journal of  Marke ting  (January 2004) :161 .

１ケ月の購買金額に占めるPBの比率（６ケ月の平均）

PB（ストア・ブランド）ショッパーは利益性があるか？

SMの売上が最大になるのはPBシェアが１０％～２０％、粗利益
額が最大になるのも１０％～２０％

＄129＄201
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PremiumPrice

Value

Economy

サブ・ブランドレンジ

価

格

レ

ン

ジ

トップバリューのブランドポートフォリオ（SPA化）

１

２

２

３

プライスブランド

コンペティティブランド

クオリティブランド

目的（実現価値）から見た分類： 分類 日本リテイリングセンター
プライスブランド・コンペティティブランド・クオリティブランド
手段（VMDの深度）から見た分類：ダブルチョップブランド・ストアブラ
ンド・プライベートブランド

出典）大塚明(2014),これからのＳＭビジネス,第８回DBM実践研究会
(2014/1/16)
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資料）https://www.topvalu.net/brand/about?css=brand_about#link_topvalu-greeneye

ヘルス＆ウェルネス：グリーンアイ

ヘルス＆ウェルネス市
場は、2015年約５兆円
の市場規模が2020年に
は約10兆円の規模に成
長

・オーガニック、栄養強
化/機能食品が牽引力と
なり、H&Wは2020年ま
でに11％の成長

・H&Wに占めるオーガ
ニックの割合は9％で、
日本は1％であり、伸び
しろがある
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過去のディスカッション・テーマとグループ
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ディスカッションテーマと実施要領

ディスカッション・テーマと時間
１）顧客体験価値の向上に衝動購買は寄与できるか？

２）衝動購買を高めるために、どのような施策が効果的か？
・フロアレイアウト
・定番売場、・エンド陳列
・価格プロモーション
・非価格プロモーション
-店外のコミュニケーション
-商品のパッケージなど

２）オンライン・ストア（ネット・スーパーなど）では、衝動購買は発生
するか？発生するとすれば、どのような場合か？

時間：17:45〜18:20
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チーム 会場 コーディネーター グループメンバー（企業）敬称略

１ A オ
ン
ラ
イ
ン
会
場

鈴木
ライオン，カゴメ，サントリー酒類，ミツカン，ヤクルト，
カスミ，新井農林水産審議官

２ B 堀合
味の素，小久保製氷，宝ホールディングス，江崎グリコ，
MDON，マルエツ

３ C 杉本
サントリーフーズ，日本クレシア，ハーゲンダッツジャパン，
ツムラ，東海漬物，マックスバリュー関東

４ D
リ
ア
ル

中村 リアル参加者の皆様

＊ZOOM入室時に必ず以下のとおりに名前を変更してください。ブレークアウトセッション設定
時に使用します。
＊チーム名+企業名+氏名（例：A・ASI研究会・中村）
＊ディスカッション中はお顔出しをお願い申し上げます。

ディスカッション・グループ（第４回ASI研究会）



Copyright  by Hiroshi Nakamura and  Yukari Sugimoto of Asia Shopper insight Studying Group
.

18

参考：第３回ASI研究会Gディスカッション・テーマ

１）ネットスーパーは成長するか？普及率はどの程度か？反復利用率はどの程度か？

２）リアル店舗とネット・スーパーの両方を利用するオムニチャネル・ショッパーは売上や
SOW(ロイヤルティ）、利益に貢献するか？

３）オムニチャネルショッパーはどのようなライフスタイルや嗜好をもっているか？シングル
チャネル・ショッパーとの相違は何か？

４）オムニチャネル・ショッパーを拡大するには、ラストワンマイル投資や在庫問題の解決
等のための投資をともなうが、小売業はオムニチャネルショッパー（BOPISユーザーを含
めて）を拡大すべきか？

５）オムニチャネル・ショッパーを拡大するためのプロモーションが考えられるか？また、ど
のような商材を訴求すべきか？

６）メーカーはBOPISを含めたオムニチャネル・ショッパーを増やすためにどのような提案
をすべきか？
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チーム 会場 コーディネーター グループメンバー（企業）敬称略

１ A オ
ン
ラ
イ
ン
会
場

鈴木
サントリー酒類、ライオン、ハーゲンダッツ、小久保製氷冷
蔵、江崎グリコ、マルエツ、新井ゆたか

２ B 堀合
味の素、MIZKAN、ヤクルト、東海漬物、宝HLD、MAX
バリュー関東、岩田

３ C 杉本
カゴメ、サントリーフーズ、日本製紙クレシア、ツムラ、マー
チャンダイジングオン、カスミ

４ D
リ
ア
ル

中村
リアル参加者の皆様（MIZKAN、江崎グリコ、マーチャン
ダイジングオン、高橋、吉井）

＊ZOOM入室時に必ず以下のとおりに名前を変更してください。ブレークアウトセッション設定
時に使用します。
＊チーム名+企業名+氏名（例：A・ASI研究会・中村）
＊ディスカッション中はお顔出しをお願い申し上げます。

参考：ディスカッション・グループ（第３回ASI研究会）
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参考：第２回ASI研究会Gディスカッションテーマと実施要領

ディスカッション・テーマ
１）BOPISの成長性：BOPISは既存小売業に定着するか？解決す
べき問題は何か？
２）メーカーはどのようなサポートができるか？

実施要領
１）A、B、Cグループ（ブレークアウトセッション）、Dグループ（リアル
会場）別に実施。
２）時間：約２５分〜３０分

３）A：中村、B:鈴木、C：杉本、D：堀合が
コーディネーター

20
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チーム 会場 コーディネーター グループメンバー（企業）敬称略

１ A オ
ン
ラ
イ
ン
会
場

中村
味の素，カゴメ，サントリー酒類，ミツカン，ヤクルト，
MDON，新井農林水産審議官，カスミ

２ B 鈴木
サントリーフーズ，小久保製氷，宝ホールディングス，江
崎グリコ，マルエツ

３ C 杉本
ライオン，日本クレシア，ハーゲンダッツジャパン，ツムラ，
東海漬物，マックスバリュー関東

４ D
リ
ア
ル

堀合 リアル参加者の皆様

＊ZOOM入室時に必ず以下のとおりに名前を変更してください。ブレークアウトセッション設定
時に使用します。
＊チーム名+企業名+氏名（例：A・ASI研究会・中村）
＊ディスカッション中はお顔出しをお願い申し上げます。

参考：ディスカッション・グループ（第２回ASI研究会）


